










装飾芸術中央連合（Union centrale des arts décoratifs）
［以下、「中央連合」とする］は、「産業応用芸術中央連合
（Union centrale des beaux-arts appliqués à l’industrie）」






誌『装飾芸術評論（Revue des arts décoratifs）』を創刊し、


































































































































Louis-Ernest Meissonier, 1815–91) によって率いられたこの
分派は、アルベール・ベナール（Albert Besnard,
1849–1934）をはじめ、ピエール・ピュヴィス・ド・シャ





































また、彫刻家ジャン・ダン (Jean Dampt, 1853–1946) は、
1891年から彫刻部門で断続的に作品を発表し、象徴主義
や当時の中世趣味を反映した作品を出品した。1892年に








ダン（La fée Mélusine et le chevalier Raymondin)》（図４）
は、14世紀のジャン・ダラス（Jean d’Arras）による散文
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図１ 中央連合の展示館 木の広間 1900年 図２ アルベール・ベナール《ある装飾芸術協会の
ための広告図案》1891年 パリ 装飾美術館
図３ ジャン・ダン《神秘の戸口にて》1892年 図４ ジャン・ダン《妖精メリュジーヌと騎士レイ
モンダン》1894年
図５ ジャン・ダン「本棚」1897年 図６ エミール・ガレ《過去の香り》1895年


